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Ⅰ . 緒言
帝京科学大学は 1990 年の開学当時、上野原キャ
ンパスのみの単科大学 1）であったが、現在では三
か所のキャンパスを持ち、学生数も 4,000 人に達す
る三学部を有する総合大学へと発展した 2）3）。しか
しながら学問の専攻にかかわらず、「心身の健康」
を目標とする保健体育科目の重要性は非常に高く、
帝京科学大学全学部・全学科において、社会に羽ば
たく前の最後の人間形成における極めて大きな役割
を担っている。
また、2010 年に新たに開設された東京都足立区の
千住キャンパスも完成年度をむかえ、千住・東京（都
市部）という独自の特徴が現れてきている。したがっ
て、上野原・山梨市キャンパスとは異なる長所あるい
は問題点が存在し、それらを調査・分析することに
よって、それぞれのキャンパスごとに最適な授業改善
方法を明確にしていくことが重要である。
本稿では主として平成 25 年度の「健康体育」の
授業について取り扱っている。これは、実技科目
として 1 年次生を対象として行われ、前期が「健
康体育Ⅰ」後期が「健康体育Ⅱ」という編成になっ
ている。上野原キャンパスと千住キャンパスの二
か所でそれぞれ行われ、共通のシラバス（授業の
目標、授業計画など）を用いている。しかし、実
技科目の特徴として授業実施場所の広さや設備、
天候や受講生の人数、男女比および指導教員数な
どの条件によって両キャンパスにおいて統一的な
授業を実施することは不可能である。したがって、
実技科目である「健康体育」の授業においてはそ
のキャンパスごと・そのクラスごと・その時間ご
との実態をふまえた最適な授業計画と運営・実施
が求められる。そのためには上野原キャンパス、
千住キャンパスで行われているそれぞれの授業で
の受講生の実態を調査し、キャンパスごとの問題
点を明確にすることが重要である。
Ⅱ . 研究目的
・帝京科学大学の保健体育科目において 1 年次生を
対象とした実技科目である「健康体育」の行われ
方の実態を明確にし、授業効果を上げるために改
善すべき問題があればその方策を見いだし改善に
努める。
・千住キャンパスと上野原キャンパスの両キャンパ
スで行われている「健康体育Ⅰ」・「健康体育Ⅱ」
それぞれの受講生の実態を調査し、キャンパスご
との問題点を明確にし、それぞれのキャンパスに
合致した授業改善に資する資料を得る。
Ⅲ . 研究方法
1. 両キャンパスにおける実技科目（健康体育Ⅰ・
健康体育Ⅱ・健康スポーツⅠ・健康スポーツⅡ）
の受講の実態調査
2. 身体活動量の測定
1） ケンツ社製のカロリーカウンターにより各自の基
礎代謝を（1）性別、（2）年齢、（3）身長及び（4）
体重から算出
2） 各自の 1 日における健康を想定した身体活動に
よる必要運動量の算出
3） 身体活動量　①歩数（歩）、②消費カロリ（ーKcal）
4） 「健康体育Ⅰ」・「健康体育Ⅱ」の授業における身
体活動量
3. アンケート調査による受講生の「健康体育Ⅰ」（上
野原・千住キャンパス）の授業終了時の授業評価
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表 1　実技科目の受講者数と在籍者数に対する比率（上野原キャンパス・男女込み）
科目名
学部 生命環境 医療科学 こども 総計
学科 生命科学 自然環境 アニマル 理学 作業 柔整 こども
健康体育
Ⅰ
受講数 1 6 49 30 6 17 50 159
在籍数 34 56 151 104 52 20 51 468
受講率 2.9 10.7 32.4 28.6 11.5 85.0 98.0 33.9
健康体育
Ⅱ
受講数 5 0 29 60 11
非開講
46 151
在籍数 34 55 159 101 51 49 469
受講率 14.7 0 18.2 59.4 21.5 93.8 32.1
健康体育
Ⅰ+Ⅱ
受講数 6 6 78 90 17 17 96 310
在籍数 68 111 310 205 103 20 100 937
受講率 8.8 5.4 38.0 43.9 16.5 85.0 96.0 33.1
健康
スポーツⅠ
受講数 0 9 27 21 11
非開講
30 104
在籍数 33 55 157 91 25 34 410
受講率 0 16.3 17.1 23.1 44.0 89.2 25.3
健康
スポーツⅡ
受講数 6 9 0 0 0
非開講
9 18
在籍数 68 55 154 89 25 34 402
受講率 8.8 16.9 0 0 0 26.4 4.4
健康
スポーツ
Ⅰ+Ⅱ
受講数 6 18 27 21 11
非開講
39 122
在籍数 67 108 311 180 50 68 812
受講率 9.0 16.77 8.7 11.7 22.0 57.4 15.0
表 2　実技科目の受講者数と在籍者数に対する比率（千住キャンパス・男女込み）
科目名
学部 生命環境 医療科学 こども
学科 生命科学
自然
環境
アニマル
東京
理学
東京
柔整
看護 児童教育 総計
コ スー
生命
健康
臨床
動物
看護
小幼 幼保
健康体育
Ⅰ
受講数 32 9 26 55 53 48 42 33 67 365
在籍数 39 24 59 110 97 107 88 108 104 736
受講率 56.4 37.5 44.1 50.0 54.6 44.9 48.8 30.6 64.4 49.6
健康体育
Ⅱ
受講数 21 14 13 41 54 31
非開講
66 51 291
在籍数 39 24 57 110 94 105 107 101 637
受講率 53.8 58.3 22.8 37.3 57.4 29.5 61.7 50.5 45.7
健康体育
Ⅰ+Ⅱ
受講数 43 23 39 96 107 79 42 99 118 646
在籍数 78 48 116 220 191 212 88 215 205 1373
受講率 55.1 47.9 33.6 43.6 56.0 37.3 48.8 46.0 57.6 47.1
健康
スポーツⅠ
受講数 3 24 0 23 10 15
非開講 非開講 非開講
75
在籍数 39 37 58 111 97 89 431
受講率 7.7 64.9 0 21 10.3 16.9 17.4
健康
スポーツⅡ
受講数 0 18 4 0 0 21
非開講 非開講 非開講
43
在籍数 37 37 56 110 92 88 420
受講率 0 48.6 7.1 0 0 23.9 10.2
健康
スポーツ
Ⅰ+Ⅱ
受講数 3 42 4 23 10 36
非開講 非開講 非開講
118
在籍数 76 74 114 221 189 177 853
受講率 3.9 56.8 3.5 10.4 5.3 20.3 13.8
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Ⅳ . 結果
1. 両キャンパスの各学部、学科ごとの受講者数と
受講率
表 1、表 2 は両キャンパスにおける実技科目（健康
体育Ⅰ、健康体育Ⅱ、健康スポーツⅠ、健康スポーツⅡ）
の受講者数と在籍者数に対する比率を学部・学科ご
とにまとめたものである。在籍者数は健康体育Ⅰ・健
康スポーツⅠについては平成 25 年 5 月 1 日、健康体
育Ⅱ・健康スポーツⅡについては平成 25 年 9 月 30 日
現在の帝京科学大学教授会のデータを使用した。
上野原キャンパス、千住キャンパスともに学部・
学科によって受講率に大きな差異がみられた。
2. 授業時における身体活動量の測定「①歩数（歩）、
②消費カロリー（Kcal）」
1）各種実技種目ごと、男女ごとの身体活動量の実態
表 3、表 4 は上野原キャンパス、千住キャンパス
における「健康体育」の授業（平成 25 年度）での
各種実技種目ごと、男女ごとの身体活動量を 1）歩
数、2）消費カロリー及び 3）その消費カロリーの 1
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表 3 　上野原キャンパスにおける各種実技種目ごと、男女ごとの身体活動の実態
種　目 性別（人数）学科 身体活動 平均値 標準偏差 最大値 最小値
テニス
男子（20）
理学
こども
歩数（歩） 3659 405.8 4209 1900
消費量（Kcal） 144.5 22.1 265 98
比率（%） 45.8 6.0 54 32
女子（24）
理学
こども
歩数（歩） 2456 351.1 3021 2050
消費量（Kcal） 117.0 8.8 117 100
比率（%） 40.5 3.9 46 34
ユニホック
男子（20）
理学
こども
歩数（歩） 6384 1027 7006 4508
消費量（Kcal） 315 28.9 365 254
比率（%） 101.1 16.9 130 64
女子（24）
理学
こども
歩数（歩） 4631 875.5 5900 3879
消費量（Kcal） 266 25.9 299 220
比率（%） 95.0 9.84 105 80
バスケットボール
男子（20）
理学
歩数（歩） 3001 530.4 3789 1990
消費量（Kcal） 200 42.5 324 144
比率（%） 63.1 10.2 72 46
女子（12）
理学
歩数（歩） 2880 772.1 4021 2012
消費量（Kcal） 180 41.4 228 131
比率（%） 64.2 13.1 76 46
ソフトボール
男子（20）
理学
歩数（歩） 3486 733.9 5256 2230
消費量（Kcal） 211.2 74.5 378 77
比率（%） 65.0 15.4 87 27
女子（12）
理学
歩数（歩） 2775.1 466.7 3321 2341
消費量（Kcal） 184.6 28.4 234 134
比率（%） 65.7 8.0 78 50
男子（18）
こども
歩数（歩） 2422 617 3263 1529
消費量（Kcal） 148 54.8 220 55
比率（%） 46 20.1 74 20
女子（12）
こども
歩数（歩） 3144 1436 5244 1291
消費量（Kcal） 139 31.3 171 88
比率（%） 55.0 14.5 70 31
サッカー
男子（18）
理学
こども
歩数（歩） 5437 700.2 6857 4452
消費量（Kcal） 257 59.2 383 152
比率（%） 128 211 117 67
ウオーキング
女子（12）
こども
歩数（歩） 4642 982.2 6855 3844
消費量（Kcal） 143.9 35.9 188 114
比率（%） 59.1 14.8 79 47
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日あたりの必要運動量に対する比率を受講者全体の
平均値、標準偏差及び受講生の個々人の最大値と最
小値を示したものである。
すべての項目において大きな個人差が見られた。
活動量の多い種目は、1 日の身体活動による必要な
消費エネルギーを越える（男子）若しくはほぼ近い
活動量であった。
2）5 段階評定法に基づく授業開始時及び終了時の
自己確認
上野原キャンパス・千住キャンパスにおける各種実
技種目ごとの 5 段階評定法（強い肯定：+2、強い否定：
−2）に基づく授業開始時及び終了時の 1）「開始時
の体調」、2）「授業への意欲」、授業終了時の 3）「身
体活動量」、4）「授業の満足感」、5）「仲間との触れ
合い」、6）「試合やゲームの結果」に関する評価の自
己確認をクラス全体の平均値と標準偏差としてまとめ
たものである。上野原キャンパスの結果を表 5 に、千
住キャンパスの結果を表 6 に示した。
実施種目ごとおよび男女ごとにおいて大きな個人
差が見られた。種目ごと男女別の自己評価の差異は
見られるが概して高い評価であった。
3. アンケート調査による受講生の「健康体育Ⅰ」（上
野原・千住キャンパス）の授業評価
表 7 は上野原キャンパス・千住キャンパスにおけ
る「健康体育Ⅰ」の授業終了時の授業評価の男女ご
との結果である。設問は表の下に記した 10 項目で、
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表 4　千住キャンパスにおける各種実技種目ごと、男女ごとの身体活動の実態
種　目
性別（人数）
学科
身体活動 平均値 標準偏差 最大値 最小値
アルティメット
男子　（18）
東京柔整
歩数（歩） 5709 1314 6675 5196
消費量（Kcal） 291 62.0 393 270
比率（%） 93 19.3 128 70
男子　（16）
児童教育
歩数（歩） 5986 763.5 6757 4404
消費量（Kcal） 347 68.9 467 239
比率（%） 104.2 26.5 153 64
女子　（14）
児童教育
歩数（歩） 4215 869.7 5611 2709
消費量（Kcal） 160 53.6 283 60
比率（%） 63.0 15.6 86 50
バレーボール
男子　（18）
東京柔整
歩数（歩） 6373 1277 7565 3892
消費量（Kcal） 259 77.6 417 148
比率（%） 82.9 20.7 113.0 49.0
男子　（16）
アニマル
歩数（歩） 4256 1241 6744 2193
消費量（Kcal） 197 68.6 289 118
比率（%） 60.0 21.9 105 35
女子　（15）
アニマル
児童教育
歩数（歩） 2833 924 5420 1455
消費量（Kcal） 83.9 26.9 137 30
比率（%） 32.1 11.0 61 13
グラウンド
ホッケー
男子　（16）
アニマル
歩数（歩） 5572 740 6089 5130
消費量（Kcal） 332 43.9 395 241
比率（%） 103.2 15.1 126 78
女子　（15）
アニマル
歩数（歩） 4382 820 5656 680
消費量（Kcal） 163 43.9 250 17
比率（%） 130.2 12.9 85 77
ドッジボール
女子　（14）
児童教育
歩数（歩） 4307 1168 6452 2090
消費量（Kcal） 154.2 50.5 200 02
比率（%） 58.3 18.0 94 25
283
帝京科学大学における「健康体育」の実態
表 5　5 段階評定法に基づく授業開始時及び終了時の自己確認（上野原キャンパス）
（強い肯定：+2、強い否定：−2）
種　目
性別（人数）
学科
平均
標準偏差
体調 意欲
身体
活動量
満足感 触れあい 結果
テニス
男子（20）
理学・こども
平均 0.83 0.83 1.00 1.00 1.00 0.33
標準偏差 0.35 0.64 0.00 0.76 0.76 0.44
女子（24）
理学・こども
平均 1.17 1.50 0.50 1.17 1.33 1.00
標準偏差 0.35 0.46 0.71 0.84 0.44 0.63
ユニホック
男子（20）
理学・こども
平均 0.71 1.38 1.57 1.52 1.33 0.95
標準偏差 0.64 0.50 0.60 0.51 0.66 0.78
女子（24）
理学・こども
平均 1.17 1.33 1.83 1.83 1.50 0.67
標準偏差 0.75 0.82 0.41 0.41 0.55 0.82
バスケット
ボール
男子（20）
理学
平均 0.67 1.10 1.00 1.57 1.62 0.86
標準偏差 0.73 0.82 0.77 0.60 0.59 0.79
女子（12）
理学
平均 1.50 1.83 1.50 1.50 1.67 1.50
標準偏差 0.55 0.41 0.55 0.55 0.52 0.55
ソフトボール
男子（20）
理学
平均 0.95 1.10 0.94 1.40 1.50 1.25
標準偏差 0.85 0.85 0.57 0.68 0.61 0.64
女子（12）
理学
平均 1.70 2.00 1.20 1.82 1.91 1.50
標準偏差 0.67 0.00 0.79 0.40 0.30 0.71
男子（18）
こども
平均 1.40 1.70 1.33 1.50 1.50 1.50
標準偏差 0.84 0.67 0.50 0.71 0.71 0.53
女子（12）
こども
平均 0.67 0.57 1.20 1.17 1.17 1.00
標準偏差 0.82 0.79 0.45 0.41 0.75 0.89
サッカー
男子（18）
理学・こども
平均 1.21 1.37 1.70 1.58 1.79 1.68
標準偏差 0.85 0.76 0.42 0.61 0.42 0.58
ウオーキング
女子（12）
こども
平均 0.50 1.29 1.14 1.29 1.43 0.29
標準偏差 0.50 0.45 0.35 0.45 0.49 0.70
表 6　5 段階評定法に基づく授業開始時及び終了時の自己確認（千住キャンパス）
（強い肯定：+2、強い否定：−2）
種　目
性別（人数）
学科
平均
標準偏差
体調 意欲
身体
活動量
満足感 触れあい 結果
アルティメット
男子（18）
東京柔整
平均 1.00 1.19 1.00 1.44 1.56 1.36
標準偏差 0.73 0.73 0.55 0.73 0.63 0.81
男子（16）
児童教育
平均 1.11 1.30 1.55 1.55 1.50 1.44
標準偏差 0.98 0.85 0.82 0.82 0.80 0.73
女子（14）
児童教育
平均 0.55 0.80 1/05 1.38 1.61 1.25
標準偏差 0.80 0.75 0.75 0.65 0.49 0.67
バレーボール
男子（18）
東京柔整
平均 1.29 1.57 1.38 1.38 1.63 1.33
標準偏差 0.71 0.53 0.80 0.71 0.50 0.50
男子（16）
アニマル
平均 1.06 1.19 1.27 1.00 1.00 0.87
標準偏差 0.90 0.91 0.88 0.94 0.94 0.92
女子（15）
アニマル児童
平均 0.83 0.73 0.82 0.82 1.07 0.85
標準偏差 0.94 0.88 0.75 0.87 0.59 0.69
グラウンド
ホッケー
男子    （16）
アニマル
平均 2.00 1.80 1.80 2.00 1.80 1.80
標準偏差 0.00 0.57 0.67 0.00 0.88 1.80
女子（15）
アニマル
平均 1.40 1.17 1.18 1.42 1.23 1.33
標準偏差 1.02 0.90 0.94 0.76 0.80 0.85
ドッジボール
女子（14）
児童教育
平均 1.09 1.42 1.50 1.50 1.92 1.83
標準偏差 0.83 0.67 0.67 0.80 0.29 0.39
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全ての項目に 5 段階評定法（− 2：強い否定、+2：
強い肯定）で回答を得たものである。（平成 25 年度
前期最終授業で実施）
＊設問の内容
項目 1：授業の主旨を理解できて受講した。
項目 2：授業はとても充実していた。
項目 3：授業の施設や運動の用器具は十分整って
いた。
項目 4：授業の内容は満足できる物であった。
項目 5：授業の展開は満足できるものであった。
項目 6：教員の熱意は十分に伝わった。
項目 7：体力の向上に結びつくものであった。
項目 8：運動能力の向上に結びつくものであった。
項目 9：日常生活の運動実践（習慣化）に結びつ
く授業であった。
項目 10：授業を通して言葉を交わす友人が増えた。
男女の大きな差異は見られず両キャンパスの 10
項目の総合得点の平均は男子学生「16 点」で、女
子学生では「15 点」と高い評価結果であった。項
目ごとでは男女共に「項目 2」、「項目 6」、「項目
10」が高く、最も低い項目は「項目 9」であった。
両キャンパスの男女共に「健康体育Ⅰ」の授業への
取り組み、評価は高い結果であった。
Ⅴ . 結語（まとめと今後の課題）
平成 25 年度の「健康体育」の授業を中心に、い
ろいろな角度から授業の実態を調査・分析してきた。
これらの結果を今後の帝京科学大学保健体育科目の
授業の改善に役立てていくことが重要であると考え
る。また、本稿においては「健康体育」を対象とし
た分析・検討であったが、今後は 2 年次生以上の学
生が受講する「健康スポーツ」を含めた分析と検討
も必要である。
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表 7「健康体育Ⅰ」の授業終了時の授業評価
（5 段階評定法：−2：強い否定、+2：強い肯定）の結果
項　目
番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 合計
上野原
男子平均
（85）
1.6 1.7 1.5 1.6 1.5 1.7 1.4 1.3 1.2 1.7 15
標準偏差 0.6 0.6 0.8 0.7 0.7 0.5 0.7 0.7 0.9 0.6 4.5
女子平均
（46）
1.3 1.7 1.4 1.5 1.3 1.6 1.3 1.2 0.8 1.4 13
標準偏差 0.6 0.5 0.9 0.6 0.7 0.6 0.7 0.6 0.9 0.8 4.3
千　住
男子平均
（38）
1.0 1.8 1.8 1.8 1.7 1.8 1.7 1.5 1.6 1.4 16
標準偏差 0.4 0.4 0.4 0.6 0.5 0.4 0.7 0.6 0.7 0.8 4.0
女子平均
（63）
1.5 1.8 1.6 1.7 1.6 1.7 1.4 1.4 1.3 1.9 16
標準偏差 0.7 0.5 0.7 0.6 0.7 0.6 0.9 0.8 0.8 0.4 4.2
